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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （千円） 3,739,906 3,212,725 7,212,955

経常利益 （千円） 61,823 7,743 33,921

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

（千円） 48,519 8,833 △26,585

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 47,440 22,419 △58,584

純資産額 （千円） 3,223,621 3,100,528 3,117,575

総資産額 （千円） 13,035,787 12,195,274 12,659,706

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり当期純損失（△）
（円） 38.21 6.95 △20.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.7 25.4 24.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 285,297 385,632 439,569

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △430,864 △39,548 △514,552

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △175,022 △285,945 △315,530

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 1,244,391 1,230,738 1,174,822

 

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） 25.05 △21.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」をご参照ください。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありま

せん。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、第２四半期に入って緩やかな回復基調を続けているものの、新

型コロナウイルス感染症拡大の長期化による先行き不透明感が強く、力強さに欠ける展開となりました。また、世界

経済も欧州での感染再拡大が深刻化しているなど持続的な回復が懸念される状況となっております。

　かかる状況は、中核事業である医療機器事業及び精密機器事業の市場環境に影響し、新型コロナウイルス感染症拡

大による減収幅が想定より拡大したこともあり、当第２四半期連結累計期間の売上高は、32億１千２百万円と前年同

四半期に比べ５億２千７百万円（△14.1％）の減少となりました。

　利益面では、販管費等の削減を進めましたが、営業利益は２千１百万円と前年同四半期に比べ１千９百万円（△

47.8％）の減益、経常利益は７百万円と前年同四半期に比べ５千４百万円（△87.5％）の減益、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は８百万円と前年同四半期に比べ３千９百万円（△81.8％）の減益となりました。

　各セグメントの業績は次に示すとおりであります。なお、セグメント損益は、営業利益または営業損失に基づいて

おります。

①　医療機器事業

　主力のコンドームは、国内市場においては、商品の認知度向上を狙いにＷｅｂ広告や販促企画を展開し、大型小

売店や大手ネット販売を中心とした販路開拓に継続的に注力しました。消費の減少傾向、価格の二極化、新素材製

品のシェア上昇により厳しい状況が続くものの、新素材コンドームＳＫＹＮの定番化、ネット販売の伸長により売

上は堅持いたしました。また、海外市場においては、特に中国市場における需要後退を受け、販売が減少しまし

た。

　なお、稼働予定時期を７月としていた新生産ライン（検査・包装工程）は、量産に向けた設備・機械の調整に時

間を要しており、稼働時期は第４四半期から来期初め頃と想定しております。

　超音波診断装置等のプローブカバー（感染予防製品）、内視鏡用医療バルーンを中心としたメディカル製品につ

いては、新型コロナウイルス感染症拡大による一般診療需要減少への影響が想定以上に拡大したことや、欧州向け

輸出の一時停止等が影響いたしました。

　この結果、売上高は10億７千３百万円と前年同四半期に比べ６千３百万円（△5.6％）の減少となりました。

　セグメント損益は、売上減少に加えて競争激化に伴う利鞘の縮小、栃木千塚工場の竣工に伴う償却負担増加等も

あり１億７百万円の損失（前年同四半期は８千６百万円の損失）となりました。

　なお、メディカル部門の製造拠点を真岡工場から栃木千塚工場へ移転する計画につきましては、認証取得等の関

係諸手続の進捗が遅れているため、移転時期を当初の10月から、12月及び来年３月の２段階移転へ変更しておりま

す。

②　精密機器事業

　主力のショックアブソーバ及びロータリーダンパーは経済活動の停滞を受けた取引先の在庫調整や減産の影響を

受けながらも、変動を最小限に抑えて推移いたしました。国内市場では取引市場毎に減速感に差がでており、一部

の住宅設備市場では比較的堅調な受注が続きましたが、家電、複合機、一般産業機械、建機市場等における受注は

停滞いたしました。海外市場では主に欧州市場での需要低迷により、販売計画を下回りました。

　この結果、売上高は、19億円と前年同四半期と比べ４億１千８百万円（△18.0％）の減少となりました。

　セグメント利益は、経費コントロールにつとめましたが、３億１千１百万円と前年同四半期と比べ５千１百万円

（△14.2％）の減益となりました。

③　ＳＰ事業

　主力のゴム風船が主体となる販促用品市場は、新型コロナウイルス感染症対策を受けたイベントの中止や取引先

の休業等の影響が想定以上に拡大し、売上高は１億１千５百万円と前年同四半期に比べ７千９百万円（△40.9％）

の減少となりました。

　セグメント損益は、１千９百万円の損失（前年同四半期は１百万円の損失）となりました。

④　食品容器事業

　食品容器等の商材受注が順調に推移し、売上高は１億２千２百万円と前年同四半期に比べ３千４百万円

（38.7％）の増加となりました。

　セグメント利益は、５千２百万円と前年同四半期と比べ３千７百万円（254.4％）の増益となりました。
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　当第２四半期連結会計期間の総資産は、121億９千５百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億６千４百万円減

少しました。主な要因は、受取手形及び売掛金の３億３千３百万円の減少などであります。

　負債総額は90億９千４百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億４千７百万円減少しました。主な要因は、長期

借入金の２億７千万円の減少などであります。

　純資産総額は31億円となり、前連結会計年度末と比べ１千７百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の２千

９百万円の減少などであります。この結果、自己資本比率は25.4％となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、12億３千万円と前年同四半

期連結累計期間と比べ１千３百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、３億８千５百万円の収入（前年同四半期は２億８千５百万円の収入）とな

りました。

　資金の主な増加要因は減価償却費の２億２千８百万円、売上債権の減少３億５百万円などであり、主な減少要因は

たな卸資産の増加７千９百万円、仕入債務の減少５千１百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、３千９百万円の支出（前年同四半期は４億３千万円の支出）となりまし

た。

　資金の主な減少要因は有形固定資産の取得による支出３千６百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、２億８千５百万円の支出（前年同四半期は１億７千５百万円の支出）とな

りました。

　資金の主な増加要因は短期借入金の純増額１億円であり、主な減少要因は長期借入金の返済による支出２億７千万

円、リース債務の返済による支出７千５百万円などであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１億９百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期連結累計期間において、生産実績に著しい増加がありました。これは食品容器事業におきまして、食

品容器の需要増加に伴う生産体制の見直しを行ったことにより、生産量が増加したことが要因であります。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,000,000

計 3,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,286,199 1,286,199

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株であ

ります。

計 1,286,199 1,286,199 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 1,286,199 － 643,099 － 248,362
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

岡本　昌大 東京都豊島区 151 11.97

岡本　和大 埼玉県春日部市 140 11.04

岡本　和子 埼玉県春日部市 125 9.86

岡本　明大 東京都荒川区 121 9.55

不二ラテックス共栄会 東京都千代田区神田錦町３－19－１ 63 4.97

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 36 2.90

岡本　正敏 東京都港区 33 2.61

山田　享 大阪府大阪市港区 31 2.46

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 30 2.36

森　貴義 東京都新宿区 30 2.36

計 － 762 60.09
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 17,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,248,000 12,480 －

単元未満株式 普通株式 21,099 － －

発行済株式総数  1,286,199 － －

総株主の議決権  － 12,480 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権２個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が64株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

不二ラテックス株式会社

東京都千代田区神田錦町

３－19－１
17,100 － 17,100 1.33

計 － 17,100 － 17,100 1.33

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,501,286 1,556,837

受取手形及び売掛金 1,825,485 1,492,353

電子記録債権 357,948 385,641

商品及び製品 607,196 706,747

仕掛品 761,175 746,090

原材料及び貯蔵品 694,716 689,524

その他 173,199 73,269

貸倒引当金 △1,207 △903

流動資産合計 5,919,800 5,649,561

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,793,768 2,715,458

土地 1,848,498 1,848,498

その他（純額） 1,529,523 1,411,794

有形固定資産合計 6,171,789 5,975,751

無形固定資産 85,255 73,788

投資その他の資産   

その他 477,767 492,113

貸倒引当金 △29 △29

投資その他の資産合計 477,737 492,083

固定資産合計 6,734,782 6,541,622

繰延資産 5,124 4,090

資産合計 12,659,706 12,195,274

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 241,245 248,786

電子記録債務 793,983 735,043

短期借入金 3,103,000 3,203,000

1年内返済予定の長期借入金 541,332 541,332

未払法人税等 － 15,252

賞与引当金 128,341 108,351

その他の引当金 － 4,124

その他 617,849 463,027

流動負債合計 5,425,752 5,318,918

固定負債   

社債 400,000 400,000

長期借入金 2,787,852 2,517,186

退職給付に係る負債 102,828 105,680

その他 825,698 752,961

固定負債合計 4,116,379 3,775,827

負債合計 9,542,131 9,094,746
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 643,099 643,099

資本剰余金 248,362 248,362

利益剰余金 1,936,486 1,907,237

自己株式 △36,609 △37,993

株主資本合計 2,791,339 2,760,706

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 62,280 72,483

土地再評価差額金 278,760 278,760

為替換算調整勘定 3,037 933

退職給付に係る調整累計額 △17,842 △12,354

その他の包括利益累計額合計 326,236 339,821

純資産合計 3,117,575 3,100,528

負債純資産合計 12,659,706 12,195,274
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 3,739,906 3,212,725

売上原価 2,969,509 2,561,348

売上総利益 770,396 651,377

販売費及び一般管理費 ※１ 728,631 ※１ 629,570

営業利益 41,765 21,807

営業外収益   

受取利息 210 151

受取配当金 5,028 4,426

受取賃貸料 6,745 6,637

補助金収入 48,740 18,950

その他 9,637 2,761

営業外収益合計 70,361 32,925

営業外費用   

支払利息 39,857 37,827

賃貸費用 1,783 2,004

シンジケートローン手数料 3,750 4,208

為替差損 2,919 1,757

その他 1,992 1,190

営業外費用合計 50,302 46,989

経常利益 61,823 7,743

特別損失   

固定資産除却損 341 149

特別損失合計 341 149

税金等調整前四半期純利益 61,482 7,594

法人税、住民税及び事業税 11,273 5,265

法人税等調整額 5,666 △6,504

法人税等還付税額 △3,977 －

法人税等合計 12,962 △1,239

四半期純利益 48,519 8,833

親会社株主に帰属する四半期純利益 48,519 8,833
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 48,519 8,833

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,996 10,202

為替換算調整勘定 △2,594 △2,104

退職給付に係る調整額 4,511 5,487

その他の包括利益合計 △1,078 13,585

四半期包括利益 47,440 22,419

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 47,440 22,419

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 61,482 7,594

減価償却費 241,498 228,118

貸倒引当金の増減額（△は減少） 345 △303

受取利息及び受取配当金 △5,238 △4,577

受取保険金 △2,824 －

支払利息 39,857 37,827

シンジケートローン手数料 3,750 4,208

社債発行費償却 1,033 1,033

有形固定資産除却損 341 149

売上債権の増減額（△は増加） 177,742 305,400

たな卸資産の増減額（△は増加） △108,543 △79,402

仕入債務の増減額（△は減少） △133,281 △51,325

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,882 △19,989

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △14,431 10,807

その他の引当金の増減額（△は減少） 19,845 4,124

その他 53,427 △64,302

小計 332,123 379,364

利息及び配当金の受取額 5,238 4,577

保険金の受取額 2,824 －

利息の支払額 △39,137 △37,458

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △15,750 39,148

営業活動によるキャッシュ・フロー 285,297 385,632

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △418,319 △36,792

無形固定資産の取得による支出 △9,932 －

投資有価証券の取得による支出 △2,857 △2,583

その他 244 △172

投資活動によるキャッシュ・フロー △430,864 △39,548

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 105,000 100,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △250,110 △270,666

シンジケートローン手数料の支払による支出 △780 △1,282

リース債務の返済による支出 △65,362 △75,001

自己株式の取得による支出 △480 △1,383

配当金の支払額 △63,289 △37,613

財務活動によるキャッシュ・フロー △175,022 △285,945

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,817 △4,222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △327,407 55,915

現金及び現金同等物の期首残高 1,571,798 1,174,822

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,244,391 ※１ 1,230,738
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響について）

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、経済活動の停滞化による受注機会減少や部材納入の遅延が当社グループ

の事業活動及び業績へ影響を及ぼしております。

　この影響は2021年３月末にかけて概ね収束していくとの2020年３月期の業績公表時点の想定に大きな変更はなく、

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した会計上の見積りに用いた仮定について重要な変更はござ

いません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
　　至　2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

給料及び賞与 201,719千円 203,768千円

賞与引当金繰入額 37,679 〃 31,788 〃

退職給付費用 13,216 〃 13,082 〃

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 1,570,698千円 1,556,837千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △326,307 〃 △326,099 〃

現金及び現金同等物 1,244,391千円 1,230,738千円

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月15日

取締役会
普通株式 63,483 50.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月11日

取締役会
普通株式 38,082 30.00 2020年３月31日 2020年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業
食品容器
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
1,137,355 2,318,842 195,022 88,685 3,739,906 － 3,739,906

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － －

計 1,137,355 2,318,842 195,022 88,685 3,739,906 － 3,739,906

セグメント利益

又は損失（△）
△86,723 363,474 △1,559 14,871 290,062 △248,297 41,765

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△248,297千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業
食品容器
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
1,073,941 1,900,491 115,327 122,965 3,212,725 － 3,212,725

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － －

計 1,073,941 1,900,491 115,327 122,965 3,212,725 － 3,212,725

セグメント利益

又は損失（△）
△107,073 311,680 △19,321 52,707 237,993 △216,186 21,807

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△216,186千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間から、「その他」としておりました「食品容器事業」について量的な重要性が増したため

報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 38円21銭 6円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 48,519 8,833

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
48,519 8,833

普通株式の期中平均株式数（株） 1,269,559 1,269,316

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月12日

不二ラテックス株式会社

取 締 役 会　御中

 

仰星監査法人

　東京事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 金　井　匡　志

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 新　島　敏　也

 

　監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二ラテックス

株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二ラテックス株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報　告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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